







































































An Overview of Studies on Psycho-Education for Elementary School Students.
：Focusing to Stress Management Education and Classroom-Based Social Skills Training
Yoshiyuki SHIMODA
キーワード：小学生，ストレスマネジメント教育，集団社会的スキル教育，心理学的健康教育




















































































































































































































































































































































































































Oden, S. & Asher, S. R.（1977）．Coaching children in 


































































































験的道徳教育プログラム―VLF（Voices of Love and 
Freedom）プログラムの活用―　法政大学文学部紀
要，50，87-104．
山中　寛・冨永良喜（編著）（2000）．動作とイメージに
よるストレスマネジメント教育―基礎編―　北大路書
小学生を対象とした予防的心理教育研究の実践動向
－ 77 －
房
吉田和樹・大谷哲朗・古谷嘉一郎（2012）．学級集団を
対象とした集団社会的スキル訓練が児童の社会的スキ
ルに及ぼす影響　応用教育心理学研究，28(2)，31-39．
吉澤寛之・吉田俊和（2007）．社会的情報処理の適応性
を促進する心理教育プログラムの効果―中学生に対す
る実践研究―　犯罪心理学研究，45(2)，17-36．
（2012年８月31日受付）
（2012年９月21日受理）
－ 78 －
著者 （発
表年
）
対象
者
実施
内容
使用
され
た尺
度
主な
結果
1
竹中
ら
(199
4)
3年生 　実
践A：
26名
　実
践B：
26名
　統
制26
名
実践
A:導
入・
腹式
呼吸
実践
B:導
入・
リラ
状態
不安
・不
安が
低減
2
遠藤 （20
02）
6年生
62名
#1:導
入
#2-1
0:腹
式呼
吸・
リラ
スト
レス
チェ
ック
リス
ト
心拍
数（
一部
児童
）
・社
会的
スト
レス
が低
減
3
塩見
ら
（20
02）
6年生 　実
践61
名
　統
制53
名
#1-6
:集中
法
状態
／特
性不
安
集中
に関
する
項目
・尺
度得
点上
の肯
定的
結果
は得
られ
ず
4
谷尾
ら
（20
03）
5-6年
生23
7名
#1-2
:リラ
 #3:
腹式
呼吸
#4:マ
ッサ
ージ
状態
／特
性不
安
・女
子の
特性
不安
低減
5
日比
野
（20
05）
1)4年
生
　　
実践
34名
　　
対照
33名
2)4年
生
　　
実践
31名
　　
対照
32名
1)#1
:導入
 #2:
ペア
リラ
（実
践群
のみ
）
2)#1
:導入
（実
践群
のみ
） #
2:ペ
アリ
ラ
スト
レス
反応
・一
部ス
トレ
ス反
応が
低減
6
川井
ら
(200
6)
5-6年
生
　実
践A5
9名
　実
践B6
1名
#1-4
:自己
否定
的な
認知
パタ
ーン
変容
（実
践Aは
解説
と演
習、
実践
Bは解
説の
み）
ネガ
ティ
ブ事
象へ
の信
念、
自己
効力
感、
自尊
感情
・ネ
ガテ
ィブ
事象
への
否定
的信
念が
改善
・自
己効
力感
が上
昇
・自
尊感
情も
上昇
7
高橋
ら
（20
06）
5-6年
生
　実
践A6
4名
　実
践B4
3名
　統
制57
名
実践
A；#
1-2:
導入
・ス
トレ
ッチ
実践
B；#
1-2:
漸進
性弛
緩
（そ
の他
5日間
連続
実施
）
スト
レス
反応
心拍
／血
圧
・ス
トレ
ッチ
で一
部ス
トレ
ス反
応低
減
・ス
トレ
ッチ
で心
拍／
血圧
が肯
定的
変化
8
倉掛
ら
（20
06）
5年生 　実
践31
名
　統
制75
名
#1:導
入 #
2-3:
アサ
ーシ
ョン
#4-5
:認知
的ワ
ーク
 #6:
アサ
ーシ
ョン
#7-9
:認知
的ワ
ーク
 #10
:コー
ピン
グ学
習
#11:
リマ
イン
ダー
法 #
12:相
談ス
キル
抑う
つ（
自己
／他
者）
努力
帰属
・怒
り抑
制・
抑う
つ抑
制・
アサ
ーテ
ィブ
の他
者評
定
・抑
うつ
仲間
評定
が改
善
・怒
り・
抑う
つ抑
制，
アサ
ーテ
ィブ
が改
善
9
小関
ら
（20
07）
5年生 　実
践39
名
　統
制79
名
#1-2
:認知
的心
理教
育（
ABC理
論）
抑う
つ，
自動
思考
，
ネガ
ティ
ブス
キー
マ
・フ
ォロ
ーア
ップ
で抑
うつ
，自
動思
考の
　多
く，
ネガ
ティ
ブス
キー
マが
改善
10
平林
ら
（20
07）
5年生 　実
践68
名
　統
制37
名
#1:導
入・
腹式
呼吸
#2-3
:腹式
呼吸
，解
決イ
メー
ジ
自尊
感情
，自
己効
力感
スト
レス
反応
，学
級満
足度
・ス
トレ
ス高
群の
学級
満足
度が
改善
表 1-
1　日
本に
おけ
る小
学生
を対
象と
した
スト
レス
マネ
ジメ
ント
教育
(SME
)研究
の一
覧
注）
ペア
リラ
：ペ
アリ
ラク
セー
ショ
ン法
，リ
ラ：
呼吸
法以
外の
リラ
クセ
ーシ
ョン
　　
実施
内容
は著
者が
まと
めた
もの
であ
り、
論文
中の
表記
と異
なる
場合
があ
る
小学生を対象とした予防的心理教育研究の実践動向
－ 79 －
著者 （発
表年
）
対象
者
実施
内容
使用
され
た尺
度
主な
結果
11
安藤 (200
8)
4年生
51名
#1:目
標の
イメ
ージ
　#2
-3　
#4:ス
トレ
ス理
解
情緒
・行
動上
の問
題、
いじ
め、
学校
適応
、友
人、
衝動
性、
自己
効力
感
・衝
動性
が低
下
・自
己効
力感
の一
部が
改善
12
小関
ら
（20
08）
3年生
37名
#1-2
:認知
的心
理教
育（
ABC理
論）
抑う
つ，
自動
思考
・尺
度得
点上
の肯
定的
結果
は得
られ
ず
13
上地
ら
（20
08）
6年生 　リ
ラ35
名
　ア
ク35
名
　統
制34
名
#1-2
:導入
・腹
式呼
吸・
漸進
性弛
緩（
リラ
）
　　
　導
入・
体ほ
ぐし
運動
的遊
び（
アク
）
STM行
動変
容ス
テー
ジ
スト
レス
反応
・リ
ラ群
に行
動変
容の
改善
効果
14
門野
ら
（20
09）
4年生 　実
践26
/28名
　統
制27
/22/
23
名
#1-2
:いじ
めの
概念
教育
#3:ス
トレ
スの
概念
教育
 #4:
リラ
#5:ア
サー
ショ
ン #
6:傾
聴
#7:自
己開
示 #
8:ま
とめ
災害
後ス
トレ
ス反
応
いじ
め加
害／
被害
・尺
度得
点上
の肯
定的
結果
は得
られ
ず
15
古角
ら
（20
09）
5年生 　実
践A2
3名
　実
践B2
2名
#1-2
:導入
 #3-
4:計
画ス
キル
#5-1
1:概
念学
習 #
12-1
5:コ
ーピ
ング
学習
#16-
17:論
理的
思考
 #18
:リラ
#19:
概念
学習
 #20
:まと
め
(#12
以降
は実
践Aの
み）
コー
ピン
グ
スト
レス
反応
・実
践Aの
実施
直後
に
　肯
定的
認知
が改
善
16
上村
ら
(200
9)
5-6年
生21
2名
#1:感
情の
概念
学習
 #2:
認知
的再
体制
不安
，自
己陳
述，
認知
の誤
り
怒り
，抑
うつ
・不
安や
自己
陳述
の一
部が
改善
・認
知の
誤り
や怒
りが
改善
・男
子の
み攻
撃行
動が
改善
・一
部指
標に
はネ
ガテ
ィブ
な変
化あ
り
17
岡﨑
ら
（20
10）
5年生 　実
践27
名
　統
制28
名
#1:自
己理
解 #
2:問
題解
決
#3:肯
定的
イメ
ージ
 #4:
アク
学校
スト
レッ
サー
コー
ピン
グ
スト
レス
反応
・尺
度得
点上
の肯
定的
結果
は得
られ
ず
18
高橋
ら
（20
10）
5-6年
生
　実
践50
名
　統
制62
名
#1-3
:コー
ピン
グ学
習
コー
ピン
グ
スト
レス
反応
・ス
トレ
ス反
応の
多く
が低
減
・コ
ーピ
ング
が改
善
19
藤岡
ら
（20
11）
1)5-
6年生
25名
2)6年
生
　　
実践
23名
　　
統制
27名
1)#1
:導入
 #2:
コー
ピン
グ学
習，
呼吸
法
　#3
:リラ
2)#1
:導入
，リ
ラ #
2:概
念教
育，
ペア
リラ
1)ス
トレ
ス反
応，
日常
苛立
ちご
と
　自
己効
力感
2)ス
トレ
ッサ
ー，
スト
レス
反応
　コ
ーピ
ング
，友
人関
係満
足度
1)・
低群
の自
己効
力感
が改
善
2)・
スト
レス
反応
の一
部が
低減
表 1-
2日
本に
おけ
る小
学生
を対
象と
した
スト
レス
マネ
ジメ
ント
教育
(SME
)研究
の一
覧
注）
ペア
リラ
：ペ
アリ
ラク
セー
ショ
ン法
，リ
ラ：
呼吸
法以
外の
リラ
クセ
ーシ
ョン
，ア
ク：
アク
ティ
ベー
ショ
ン
　　
実施
内容
は著
者が
まと
めた
もの
であ
り、
論文
中の
表記
と異
なる
場合
があ
る
－ 80 －
著者 （発
表年
）
対象
者
実施
内容
使用
され
た尺
度
主な
結果
20
細田
ら
(201
1)
6年生 　実
践80
名
　統
制81
名
#1-2
:導入
，概
念教
育，
漸進
性弛
緩
スト
レス
反応
，コ
ーピ
ング
・コ
ーピ
ング
の一
部が
変化
21
村井
ら
（20
12）
2年生 　実
践31
名
　統
制30
名
#1:導
入，
呼吸
法 #
2:ス
トレ
ッチ
，呼
吸法
#3:ス
トレ
ッチ
（ペ
ア）
，呼
吸法
#4:ス
トレ
ッチ
（ペ
ア）
，呼
吸法
，ま
とめ
スト
レス
反応
・ス
トレ
ス反
応の
一部
が低
減
22
宇都
宮ら (201
2)
2年生 　実
践32
名
　統
制32
名
#1-：
サー
ト（
主動
型リ
ラク
セイ
ショ
ン）
（回
数記
載な
し；
毎朝
10分
×1か
月間
）
スト
レス
反応
動機
づけ
・ス
トレ
ス反
応が
低減
注）
ペア
リラ
：ペ
アリ
ラク
セー
ショ
ン法
，リ
ラ：
呼吸
法以
外の
リラ
クセ
ーシ
ョン
　　
実施
内容
は著
者が
まと
めた
もの
であ
り、
論文
中の
表記
と異
なる
場合
があ
る
表 1-
3日
本に
おけ
る小
学生
を対
象と
した
スト
レス
マネ
ジメ
ント
教育
(SME
)研究
の一
覧
小学生を対象とした予防的心理教育研究の実践動向
－ 81 －
著者 （発
表年
）
対象
者
実施
され
た主
な内
容
使用
され
た尺
度
主な
結果
1
竹内
ら
（19
98）
3年生
36名
5年生
36名
#1-4
:応答
(5年
生#4
のみ
主張
)
自由
記述
の発
言数
と内
容
・発
言数
が増
加
・共
感的
な内
容が
増加
2
藤枝
ら
（19
99）
3-6年
生18
3名
#1:傾
聴 #
2:伝
え方
 #3:
共感
 #4:
断り
方
#5:自
己コ
ント
ロー
ル #
6:問
題解
決
社会
的ス
キル
(児童
/教師
)，
各標
的ス
キル
(教師
)
・ス
キル
（教
師評
定）
が改
善
・標
的ス
キル
の一
部が
改善
3
後藤
ら
（20
00）
低学
年
　実
践38
名
　統
制38
名
#1:傾
聴 #
2:言
葉か
け #
3:感
情共
有
社会
的ス
キル
(児童
/教師
)，
好意
性
・ス
キル
（児
童／
教師
）が
概ね
改善
・好
意性
が改
善
4
金山
ら
（20
00）
3年生 　実
践33
名
　統
制30
名
#1-2
:参加
 #3-
4:言
葉か
け
#5-6
:規律
 #7:
感情
共有
 #8:
まと
め
社会
的ス
キル
(児童
/教師
)，
孤独
感
・ス
キル
（児
童／
教師
）が
概ね
改善
・孤
独感
が減
少
5
藤枝
ら
（20
01）
4年生 　実
践37
名
　統
制38
名
#1-2
:参加
・誘
い方
 #3-
4:言
葉か
け
#5-6
:思い
やる
 #7-
8:頼
み方
#9-1
0:断
り方
社会
的ス
キル
各標
的ス
キル
(児童
/教師
)
・標
的ス
キル
の一
部が
改善
（児
童／
教師
）
6
後藤
ら
（20
01）
1)2年
生
　　
実践
37名
　　
統制
38名
2)2年
生
　　
実践
37名
　　
統制
38名
1)#1
-2:傾
聴 #
3-4:
言葉
かけ
 #5-
6:共
感
2)#1
:傾聴
 #2:
言葉
かけ
 #3:
共感
1)社
会的
スキ
ル
2)社
会的
スキ
ル(児
童/教
師)
1)・
スキ
ルの
一部
が改
善
2)・
スキ
ル（
児童
／教
師）
の一
部が
改善
7
田﨑
ら
（20
02）
4-6年
生
　実
践15
3名
　統
制58
4名
#1:自
己・
他己
紹介
 #2:
参加
#3:感
情共
有 #
4:断
り方
社会
的ス
キル
，社
会的
距離
・ス
キル
改善
が見
られ
た生
徒の
割合
が多
い
8
貝梅
ら
（20
03）
3年生 　実
践35
名
　統
制34
名
#1-3
:傾聴
 #4-
6:参
加
#7-9
:言葉
かけ
社会
的ス
キル
(児童
/教師
)
・ス
キル
（児
童／
教師
）の
一部
が改
善
9
田中
ら
（20
03）
4年生
38名
#1:仲
裁 #
2:言
葉か
け
社会
的ス
キル
(児童
/他者
)
・ス
キル
（他
者）
の一
部が
改善
10
堀ら （20
04）
3年生 　実
践28
名
　統
制54
名
#1:傾
聴
積極
的な
聞き
方，
社会
的ス
キ
ル， スト
レス
反応
・向
社会
性ス
キル
が改
善
11
渡辺 (200
5)
3年生 　実
践36
名
　統
制36
名
#1:V
LF(V
oice
 of 
Love
 and
 Fre
edom
)
社会
的ス
キル
，共
感性
・ス
キル
改善
が見
られ
た生
徒の
割合
が多
い
12
繪内
ら
(200
6)
5年生
9名
#1-4
:協力
　#5
:トラ
ブル
解決
社会
的ス
キル
（教
師）
・一
部の
スキ
ルが
改善
表 2-
1　日
本に
おけ
る小
学生
を対
象と
した
集団
社会
的ス
キル
教育
(CSS
T)研
究の
一覧
注）
実施
内容
は著
者が
まと
めた
もの
であ
り、
論文
中の
表記
と異
なる
場合
があ
る
－ 82 －
著者 （発
表年
）
対象
者
実施
され
た主
な内
容
使用
され
た尺
度
主な
結果
13
藤枝 (200
6)
4年生 　実
践A3
0名
　実
践B2
9名
#1-2
:傾聴
，話
し方
(実践
A:学
級と
家庭
で行
動リ
ハー
サル
)
標的
スキ
ル(児
童/教
師/他
者
　/家
族)
・実
践Bの
スキ
ル自
己評
定が
改善
・実
践Aの
スキ
ル教
師／
他者
／保
護者
評定
が改
善
14
荒木
ら
（20
07）
3年生 　実
践A2
8名
　実
践B2
6名
#1:傾
聴 #
2:誘
い方
 #3-
5:言
葉か
け
#6:頼
み方
 #7:
断り
方
(実践
Aはモ
ニタ
リン
グと
トー
クン
併用
)
社会
的ス
キル
(児童
/教師
)，
対人
的自
己効
力感
・ス
キル
（児
童／
教師
）が
概ね
改善
・維
持促
進群
は3か
月後
も効
果が
維持
15
水谷
ら
(200
7)
3年生
117名
#1:傾
聴 #
2:言
葉か
け
(朝の
会で
の般
化促
進)
社会
的ス
キル
，標
的ス
キル
学級
満足
度
・非
社会
的ス
キル
の一
部が
改善
・標
的ス
キル
の一
部が
改善
16
西岡
ら
（20
07）
4年生 　実
践40
名
　統
制39
名
#1:傾
聴 #
2:言
葉か
け #
3:頼
み方
#4:断
り方
被社
会的
スキ
ル
スト
レス
反応
・向
社会
性ス
キル
が改
善（
Fu時
も）
17
田代
ら
(200
7)
1)5年
生
　　
実践
28名
　　
統制
28名
2)5年
生
　　
実践
24名
　　
統制
28名
1)#1
:感情
コン
トロ
ール
，#2
:断り
方
 #3:
問題
解決
2)#1
:導入
，呼
吸法
 #2:
感情
コン
トロ
ール
 #3:
断り
方 #
4:言
葉か
け #
5:問
題解
決
 #6:
まと
め
スト
レッ
サー
，社
会的
スキ
ル
コー
ピン
グ，
スト
レス
反応
1)・
統制
の男
子の
スキ
ルが
改善
　・
実践
のコ
ーピ
ング
が低
下
2)・
社会
的ス
キル
が改
善
　・
スト
レス
反応
が低
下
18
相川 (200
8)
4年生
39名
#1-2
：傾
聴 #
3-4:
共感
#5-6
:感情
コン
トロ
ール
 #7-
8:頼
み方
#9-1
0:言
葉か
け
社会
的ス
キル
(児童
/教師
/他者
)
攻撃
性，
セル
フコ
ント
ロー
ル(児
童/教
師)
・ス
キル
(児童
/教師
/他者
)が改
善
・セ
ルフ
コン
トロ
ール
（児
童）
が改
善
・セ
ルフ
コン
トロ
ール
（教
師）
が低
下
19
多賀
谷ら (200
8)
4年生 　実
践29
名
　WL
29名
#1-1
1:言
葉か
け，
傾聴
，自
己コ
ント
ロー
ル
(通常
授業
中1回
約10
分の
機会
利用
型)
社会
的ス
キル
，自
己効
力感
SCT，
好意
性被
指名
数
教師
の指
導類
型
・WL
のス
キル
の一
部が
低下
・SC
Tの友
人の
肯定
的理
解／
関わ
りの
記述
が増
加
・好
意性
指名
が改
善
20
在原
ら
（20
09）
4年生 　実
践21
名
　統
制21
名
#1-2
:言葉
かけ
 #3:
謝罪
 #4:
まと
め
社会
的ス
キル
対人
的自
己効
力感
学級
生活
満足
度
・社
会的
スキ
ル，
対人
的自
己効
力感
，被
侵害
が改
善
21
後藤
ら
(200
9)
5年生 　実
践31
名
　統
制59
名
#1-2
:傾聴
 #3-
4:共
感
#5-6
:感情
コン
トロ
ール
(#2,
4,6；
朝自
習時
のゲ
ーム
遊び
的実
践)
社会
的ス
キル
（児
童／
教師
）
対人
的自
己効
力感
・社
会的
スキ
ル（
教師
）は
すべ
て改
善
・社
会的
スキ
ル（
児童
）は
実施
直後
にい
くつ
か改
善
22
岩瀧 (200
9)
5年生
87名
#1:誘
い方
　#2
:言葉
かけ
道徳
的実
践力
（児
童／
教師
）
・道
徳的
実践
力の
項目
の一
部が
改善
23
加藤
ら
(200
9)
5年生
38名
#1-2
:アサ
ーシ
ョン
の概
念理
解
#3-4
:アサ
ーシ
ョン
トレ
ーニ
ング
#5:ま
とめ
家族
／他
者に
おけ
る自
己表
明
家族
／他
者に
おけ
る自
尊感
情
・家
族に
おけ
る自
己表
明の
一部
が改
善
・自
尊感
情の
一部
が改
善
表 2-
2　日
本に
おけ
る小
学生
を対
象と
した
集団
社会
的ス
キル
教育
(CSS
T)研
究の
一覧
注）
実施
内容
は著
者が
まと
めた
もの
であ
り、
論文
中の
表記
と異
なる
場合
があ
る
小学生を対象とした予防的心理教育研究の実践動向
－ 83 －
著者 （発
表年
）
対象
者
実施
され
た主
な内
容
使用
され
た尺
度
主な
結果
24小
関・
木村
ら
（20
09）
6年生 　実
践10
8名
　統
制85
名
#1:誘
い方
 #2:
断り
方
社会
的ス
キル
、抑
うつ
・社
会的
スキ
ルが
概ね
改善
・抑
うつ
が低
減
25小
関・
高橋
ら
（20
09）
2年生 　実
践A3
2名
　実
践B3
3名
#1:言
葉か
け
(実践
A:モ
ニタ
リン
グシ
ート
併用
)
社会
的ス
キル
，ス
トレ
ス反
応
・両
群と
も社
会的
スキ
ルが
概ね
改善
・両
群と
もス
トレ
ス反
応が
低減
26
岡田
ら
(200
9)
5年生 　実
践28
名
　統
制31
名
#1:他
者視
点　
#2-3
:葛藤
処理
社会
的ス
キル
、対
人交
渉方
略、
学校
適応
・対
人交
渉方
略の
一部
が改
善
27
佐藤
ら
(200
9)
5年生 　実
践15
0名
　統
制16
0名
#1:導
入 #
2:言
葉か
け #
3:頼
み方
 $4:
断り
方
#5-7
:認知
的再
体制
 #8:
応用
学習
 #9:
まと
め
抑う
つ，
社会
的ス
キル
ネガ
ティ
ブ認
知，
学校
不適
応
・抑
うつ
が低
減
・複
数の
スキ
ルが
改善
・ネ
ガテ
ィブ
な認
知，
学校
不適
応が
改善
28
浅本
ら
（20
10）
1年生
30名
#1-2
:言葉
かけ
標的
スキ
ル(児
童/教
師)
社会
的ス
キル
(教師
)
学級
満足
度
・標
的ス
キル
の一
部が
改善
（児
童／
教師
）
・社
会的
スキ
ルの
一部
が改
善
29
石川
ら
（20
10）
3年生 　実
践11
4名
　待
機75
名
#1:傾
聴 #
2:言
葉か
け #
3:頼
み方
#4:断
り方
社会
的ス
キル
，抑
うつ
・社
会的
スキ
ルが
概ね
改善
・抑
うつ
が低
減
30
宮田
ら
（20
10）
5-6年
生
　実
践43
名
　統
制45
名
#1-3
:問題
解決
問題
解決
スキ
ル
対人
自己
効力
感
・問
題解
決ス
キル
が概
ね改
善
・対
人自
己効
力感
が改
善
31
大対
ら
（20
10）
3年生 　実
践37
名
　統
制35
名
#1-2
:感情
理解
 #3:
頼み
方 #
4:断
り方
感情
理解
への
回答
傾向
標的
スキ
ル(児
童/ビ
デオ
)
好意
性被
指名
数
学校
適応
感
・標
的ス
キル
の一
部が
改善
・学
校適
応感
の低
い児
童の
学校
適応
感が
改善
32
萩原
ら
（20
12）
6年生 　実
践85
名
　統
制15
5名
#1-6
:言葉
かけ
向社
会的
スキ
ル，
自尊
感情
抑う
つ
・ス
キル
が改
善
・抑
うつ
が低
減
33
吉田
ら
(201
2)
6年生 　前
半実
施67
名
　後
半実
施65
名#
1-2:
断り
方　
#3-4
:伝え
方
社会
的ス
キル
・配
慮、
主張
スキ
ルと
もに
改善
注）
実施
内容
は著
者が
まと
めた
もの
であ
り、
論文
中の
表記
と異
なる
場合
があ
る
表 2-
3　日
本に
おけ
る小
学生
を対
象と
した
集団
社会
的ス
キル
教育
(CSS
T)研
究の
一覧
－ 84 －
著者 （発
表年
）
対象
者
実施
され
た主
な内
容
使用
され
た尺
度
主な
結果
1
井坂
ら
(200
4)
（学
年未
記載
）
　実
践A5
9名
　 実
践B7
2名
実践
A;#1
:スト
レス
カウ
ンセ
リン
グ、
　#2
:アサ
ーシ
ョン
トレ
ーニ
ング
（実
践Bは
逆順
）
自己
価値
観、
自己
抑制
行動
、
ソー
シャ
ルサ
ポー
ト、
対人
依存
行動
、
不安
、ス
トレ
ッサ
ー、
社会
的ス
キル
・自
己価
値観
の一
部が
改善
・自
己抑
制行
動の
一部
が改
善
2
高尾 (200
4)
1年生 　実
践22
名
　 統
制20
名
#1:い
じめ
の乗
り越
え方
の
　 話
し合
いビ
デオ
を視
聴
気分
・気
分の
一部
が改
善
3
大西
ら
(200
9)
1-3年
生32
名
#1:概
念教
育　
#2:怒
りの
気づ
きと
表現
#3:怒
り鎮
静　
#4:ア
サー
ショ
ント
レー
ニン
グ気
分
・気
分の
一部
が改
善
4
安藤 (201
0)
1年生 　実
践A8
6名
　実
践B4
1名
A群;
#1:成
功イ
メー
ジ　
#2-3
:自己
他者
理解
　#4
-5:友
だち
関係
B群;
#1:成
功イ
メー
ジ　
#2-3
:トラ
ブル
解決
　 #4
:スト
レス
理解
いじ
め、
学校
適応
、友
達関
係、
自己
コン
トロ
ール
、自
己効
力感
、
社会
性、
気分
・両
群と
もい
じめ
、友
人関
係、
学校
適応
、
　気
分の
一部
が改
善
・B群
は社
会性
、気
分の
一部
が改
善
5
大久
保ら (201
1)
2年生
150名
#1:ス
トレ
スや
メン
タル
ヘル
スの
概念
理解
と
　腹
式呼
吸法
抑う
つ、
メン
タル
ヘル
スリ
テラ
シー
・抑
うつ
が改
善傾
向
・メ
ンタ
ルヘ
ルス
リテ
ラシ
ーを
理解
した
生 徒
が増
加
著者 （発
表年
）
対象
者
実施
され
た主
な内
容
使用
され
た尺
度
主な
結果
1
石川
ら
(200
7)
1年生
54名
#1-2
:環境
調整
への
気づ
き　
#3:伝
え方
#4:頼
み方
　#5
:感情
コン
トロ
ール
#6: 葛
藤解
決　
#7-8
:認知
的再
体制
化
スト
レッ
サー
、社
会的
スキ
ル、
抑う
つ・
教師
スト
レッ
サー
の低
下
・仲
間関
係ス
キル
の低
下
2
吉澤
ら
(200
7)
1年生
213名
#1:物
の見
方　
#2:原
因帰
属　
#3:他
者視
点
#4: 認
知的
歪曲
#5:社
会的
視点
認知
的歪
曲、
社会
的逸
脱、
・認
知的
歪曲
の一
部が
改善
・ 社
会的
逸脱
の一
部が
上昇
3
石川
ら
(200
9)
2年生 　実
践22
名
　 統
制44
名
#1-2
:環境
調整
への
気づ
き　
#3:伝
え方
#4:頼
み方
　#5
:感情
コン
トロ
ール
#6: 葛
藤解
決　
#7-8
:認知
的再
体制
化
スト
レッ
サー
、ソ
ーシ
ャル
サポ
ート
社会
的ス
キル
、認
知の
誤り
、抑
うつ
・抑
うつ
が改
善
表 3-
1　日
本に
おけ
る中
学生
を対
象と
した
スト
レス
マネ
ジメ
ント
教育
(SME
)の追
加分
表3-
2　日
本に
おけ
る中
学生
を対
象と
した
集団
社会
的ス
キル
教育
(CSS
T)の
追加
分
注）
実施
内容
は著
者が
まと
めた
もの
であ
り、
論文
中の
表記
と異
なる
場合
があ
る
注）
実施
内容
は著
者が
まと
めた
もの
であ
り、
論文
中の
表記
と異
なる
場合
があ
る
